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● さまざまな他学部学生との共創、だから生まれ出るイノベーション！体験

● 社会人との協働 (産官学 )による、より実践的な学修

● 多様なテーマの中から選んで、チャレンジ！

● 自身の専門性の再確認、今後 (進学・就職 )の応用展開に役立つ

University of Toyama : Design Thinking Education
デザイン思考×専門性＝社会に求められる人材

ここがPoint

総合大学の利を活かした融合教育、その無限の可能性、共創の有用性に気づきましょう。やってみなければもったいない！

机上の作業に留まらないよう、様 な々分野の社会人の方 に々も参加してもらっての実学！

「共通目標」に沿った提示テーマの中から、興味のあるものを選び、モチベーション高くチャレンジ！

異なった専門の人達と共創することにより、自身の深い専門がいかに必要か、イノベーティブに有用かを再認識！

 富山大学の全学部の学生を対象とし、異なる学部で異なる専門教育を受ける学生達が混成チームを
組み、デザイン思考による協働ワークショップを通じてイノベーティブな課題解決を目指します。個々
の学部の中では狭くなりがちな視野や発想の幅を拡げ、異なる専門性を有する者同士のコミュニケー
ションがいかに効果的にイノベーションを生み出し得るのかを体験的に学修します。
 実施にあたっては、学内のみならず企業や行政とも連携し、産官学の協働によるクリエイティブな課
題解決のプロセスを学びます。
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　   　　 「全学横断PBL」： 都市デザイン学部の開講科目/１単位 ➡ （※都市デザイン学部以外の学生は、他学部履修科目となります。）
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「全学横断PBL」で目指す共通目標は、「富山の地域循環共生圏」創りです。
ちょっと固い言葉ですが、・・・。つまり、私たちの暮らしが今より安全で安心、豊かになるように、そしてその
生活が持続できるように、みんなでワイワイガヤガヤし、新たな仕組みや考え方を見つけようということです。

基本的には学生主体でワークを進めてもらいますが、できるだけ多くの学部の先生方に加え、様々な分野の社会人の方にもそれぞれの
グループに加わっていただき、生活者の先輩として、それぞれの専門的立場で意見やアドバイスなどをいただこうと考えています。
現在、行政、各種製造業、金融、農林水産業、加工業、宿泊施設、店舗、コンビニなど各地に多く点在する拠点、エネルギー関連、
交通・運輸、サービス業、遊戯施設、環境、病院・介護施設、メディア、通信、マーケティング関連の組織と調整中です。

（理想的な学びのフィールド）ここ富山で、「気づき・考え」
生み出したアイディアを、全国・全世界に発信！！

●３日間のタイムテーブル

学部名： 学科・コース名：

学籍番号： 氏　名：

● 履修登録とその後の流れ :

● テーマ：

● 参加予定企業等：

今年度は、下記の 17個のテーマを用意しました。希望するテーマの□にチェックしてください。（３個以上）

□ 1.  ゴミを掌握！  - 環境に優しい社会を目指し -
□ 2.  健康で楽しい『歩き』のデザイン
□ 3.  地域資源の活かし方 -『富山湾』-
□ 4.  『高齢者』の『楽しい』をデザインする
□ 5.  生活の中の『思いやり・優しい』をデザインする
□ 6.  データから考える富山の特徴
□ 7.  歴史・文化的視点による富山発見
□ 8.  『コンビニ』で 、SDGs
□ 9.  富山の未来観光を考える
□ 10.  路面電車南北接続後の街づくりを考える

□ 11.  富山大学の『リ・デザイン』
□ 12.  これからの時代の新たな - シェア - を考える
□ 13.  レジリエントなまちづくりを考える
□ 14.  里山の - 新たな境界 - をデザイン
□ 15.  空き家・空き店舗を素材とした中心市街地の活性化
□ 16.  富山の名産を作る (仮 )（企業からの提示テーマ）
□ 17.  自由テーマ

 （※ 共通目標に沿って、自分達でテーマを考えて取り組みたい。）

□ どのテーマでも良い

・履修を希望する学生は、5月29日(金)までに、希望するテーマの番
号（3つ）、学籍番号・氏名を記入の上、メールで申込み下さい。
・履修定員の上限 (120 名 ) を超えた場合は抽選とします。
 ・定員に満たない場合は、改めて各所属学部に募集の案内をします。
 ・確定した履修学生の希望テーマをもとにグループ分けし、その結果
をそれぞれの学生に連絡します。
 ・開講日までの期間、班員各自にそれぞれのテーマに係るフィールド
ワークや各種調査など、現状・実態把握に務めてもらいます。
※ 必要に応じ、履修学生に各種情報（デザイン思考関連情報 /調査・
フィールドワークについて /当日までの準備・心構えについて /参
考になると思われるシンポジウムや講演会・企画イベント開催案内
など）を提供したいと考えています。
 ※ 「デザイン思考」を経験したことがない、経験はあるがちょっと
  不安といった学生のために、簡単な「デザイン思考・体験ワーク
ショップ」を 2回程度（夏季休暇の前半と後半に、半日程度のプ
ログラム）開催する予定でいます。
※ 交流会は、今回の授業に関わった色々な方々と、グループの枠を
超えた情報交換で、今後のネットワーク拡大につながればと思い、
企画しました。参加は自由ですが、できるだけ参加することをお勧
めします。（食堂を利用。無料）

※ 上記の希望を参考に、複数学部学生が混在するようグループ分けします。
※ 希望者が多かったテーマは、複数のグループで取り組んでもらいます。
※ できるだけ多くのテーマで実施してもらいたいので、3名以上の希望者がいるテーマには、「どのテーマでも良い」を
チェックした学生、場合によっては希望チェックがなかった学生にも加わってもらうことがあります。ご理解ください。
※ また、希望者が０～2名であったテーマは、今年度は実施しません。
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